
災害時の迅速派遣対応と
円滑な手続き処理に向けた新機能

災害時支援人材の育成と確保を次のステージへ。
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災害時の迅速派遣対応と円滑な手続き処理に向けた新機能

➢ 令和6・7年度 災害対策WGで活動の検証と今後の課題を整理

➢ 整理された方針に沿い順次整備を進める中、「災害時支援人材の育成・確保」のため、
災害時の迅速派遣対応と円滑な手続き処理に向けた新たな機能を日臨技の会員システム
に実装することを決定

➢ 2026年4月提供開始（予定）

ポイントポイント

臨床検査技師の専門性を
より災害支援に活かすための
新たなシステムが動き出します！

臨床検査技師の専門性を
より災害支援に活かすための
新たなシステムが動き出します！
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実装予定の新機能の内容
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臨床検査技師による災害支援をもっと迅速に、もっとスムーズに。
支援の力を、全国からひとつに束ねることで、即応力が高められるようになります。
臨床検査技師による災害支援をもっと迅速に、もっとスムーズに。
支援の力を、全国からひとつに束ねることで、即応力が高められるようになります。

災害時の派遣支援者を人材バンクとして把握可能に災害時の派遣支援者を人材バンクとして把握可能に

平 時平 時

③要請内容を踏まえ、日数
やスキル等の要件を加え、
「派遣協力登録者」に募集

④募集内容に対応可能な
「派遣協力登録者」は応募
※自己都合で見送り可能

⑤応募者から、条件に適した
「派遣協力登録者」を日臨技で
結びつけて派遣協力依頼

②要請はリエゾンを通して
日臨技に伝達され、日臨技
の災対本部で受諾かを判断

①保健医療福祉調整本部
から検査技師会に要請

⑥派遣対応

災害発生時災害発生時

➢ 登録者情報の取り扱い
• 氏名、所属施設、連絡先、登録技能などを
所属都道府県技師会と共有

➢ 登録方法と流れ
• 日臨技会員システム上で登録
• 趣旨を理解した上で自己申告により参加

➢ 登録の条件
• 日臨技会員であること

• 大規模災害時の支援人材育成講習会
（その1・その2）を修了済みであること

➢ 派遣協力登録者制度の新設
• 「災害時支援人材」を平時から確保する仕組み
• 希望者手上げ方式で会員システムに登録可能



臨床検査技師の力を未来の災害対策に向けて

➢ 本機能は、災害時に迅速かつ円滑な人材派遣を実現するために、平時から 支援人
材を確保・整理しておくための仕組みです。

➢ 平時のうちに「派遣協力登録者」として参加いただくことで、いざという時に必
要な支援を確実に届ける基盤が整います。

➢ 登録情報は所属都道府県技師会と共有され地域の支援体制強化にもつながります。

災害対策に関心を持っていただけている方々へのメッセージ災害対策に関心を持っていただけている方々へのメッセージ

一人ひとりの登録が、全国の安心につながります。
派遣協力登録者への登録手上げをぜひご検討ください！
一人ひとりの登録が、全国の安心につながります。

派遣協力登録者への登録手上げをぜひご検討ください！

＜今後の広報・導入スケジュール＞
➢ 2025年 10〜11月 支部学会で案内
➢ 2026年 12月～3月 何れかの方法にて広報予定（調整中）
➢ 2026年 4月 提供開始（予定）

※詳細は、順次準備をいたします日臨技サイトでご確認ください。
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